集合住宅・１０人槽を超える合併処理浄化槽処理水の町道側溝

及び水路への放流に係る道路占用の取扱いについて
1. 許可基準

 合併処理浄化槽処理水の町道側溝及び水路への放流に係る道路占用の取扱いについて(個人住宅・１０人槽以下対象基準)に準ずるものとし、｢２　対象浄化槽｣と｢４　対象側溝｣については、以下のように読み替えるものとする。
２　対象浄化槽

生物化学的酸素要求量(以下、｢BOD｣という。)の除去率が９０%以上、浄化槽処理水BODの濃度が20ｍｇ/㍑(日間平均値)以下の処理能力を有するものとする。

４　対象側溝
（1） 　１０人槽を超える合併処理浄化槽処理水は、コンクリート製品が入っている農業用排水路への放流のみ認めるものとする。また、その水路管理者の同意が得られる場合のみ認めるものとする。

（2） 　農業用排水路の排水機能に支障を来たさないために、矩形断面では、通水断面３００ｍｍ×３００ｍｍ以上、円形断面では、直径が４００ｍｍ以上のものであるものとする。
（3） 　土砂等の堆積が無く、概ね０．３％以上の勾配があり、良好に流れる状態の農業用排水路であること。土砂等が堆積している場合は申請者において良好に流れる状態まで除去する場合は認めることができるものとする。
（4） 　雨天時、溢水したことがある農業用排水路への放流は認めないものとする。
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電　話

私は、合併処理浄化槽処理水を道路側溝へ放流するため、当該側溝に取り付ける排水管の占用許可を申請するに当たり、次のことを誓約します。

１　公共下水道、農業集落排水処理施設などが整備（供用開始）されたときは、公共下水道等に、し尿及び生活雑排水を流入させるとともに、益子町に届け出て、排水管を除去し、道路側溝は原状に復旧します。

２　浄化槽法に定める保守点検、清掃、水質に関する検査を確実に履行するとともに、検査の結果、改善を要する、又は改善することが望ましいとの判定を受けたときは、速やかに改善を行います。また、改善を行うに当たって、必要があるときは、浄化槽担当課に連絡して、その指導を受けます。

３　道路側溝に土砂・流木及び汚泥等が堆積し、処理水を流下させるのに必要な断面が確保されなくなった場合又は汚損が生じた場合、清掃を行います。

４　処理水に起因する悪臭、水質汚濁その他生活環境を阻害する要因が発生し、近隣から苦情があったときは、誠意を持って解決に当たります。

５　道路側溝から逆流水その他配水管が道路側溝と接続していることに起因する事由によって浄化槽に損傷等が発生しても、自費で修復等を行い、なんらの請求も行いません。

